
水の価値とは？
2016年の世界の水



はじめに
ほぼ毎日世界のどこかで、水の話題が新聞の
見出しを飾っています。干ばつ・洪水・水質
汚染が重大なニュースになるのは、水が最も
貴重で、争いの元になるほど、なくてはなら
ない資源だからです。
しかし、何より深刻なのは、世界で最も貧し
い6億5,000万の人々が、「改善された」飲料
水源（右図参照）を利用できない生活をして
いるということです。こうしたコミュニティ
の人々の経済的損失―収入の消耗・不健康・
生産性の欠如―は非常に大きく、家庭から国
家のレベルに至るまでその影響は計り知れま
せん。

世界の最貧困層が正規の水道サービスを利用
できないのは、水の使用料を払うことができ
ないからだと思われがちです。ところが、こ
の報告書が示すように、料金は支払っており、
しかも「公的な」水を利用できる幸運で裕福
な人たちよりはるかに高い金額を支払ってい
ることが多くあります。

16か国で、人口の40%以上が覆いのある井戸
のような基本的な給水設備にアクセスできず
にいます。貧しく社会から取り残されたコミュ
ニティでは、何の覆いもない池や川から汚染
された水をくんだり、収入の大部分を使って
販売業者から水を買うほか選択肢はありませ
ん。

こうした水は常に健康を脅かす危険性があり、
多くの場合、死につながることもわかってい
ます。世界的に見ると、汚染された水と劣悪
な衛生環境による下痢性疾患は、肺炎に次い
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で二番目に多い子供の死因となっており、毎年
31万5,000人が命を落としています。3 
さらに、人口増加や土地利用の変化、森林の減
少にともない、水資源はますます不安定な状態
になりつつあります。気候変動の影響で、先に
あげた水資源への脅威はさらに深刻になりかね
ず、そうなれば安全で信頼できる水を得られな
い貧しい人々は、大きな打撃を受けることにな
ります。

このような現実から目を背けることはできませ
ん。手ごろな値段の水へのアクセスは人権であ
り、「水・衛生サービスの支払いのためにほか
の必需品やサービスへの財力が制限されてはな
りません。」10人に1人が、安全な水を手ごろ
な値段で手に入れられないために貧困と病気の
悪循環から抜け出せずにいるような状態では、
持続可能な開発のためのグローバル目標 など達
成できるはずがありません。
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本レポートでは、2016年の世界の水に関する概
況を課題の大きい国のストーリーを交えながら
お伝えします。

1990年以降、きれいな水にアクセスできるよう
になった人は26億人に達し、かつてないほどの
進歩の時代といえます。しかし、まだあまりに
も多くの人々が取り残されています。世界は持
続可能な開発のためのグローバル目標に向かっ
て動きだしています。ウォーターエイドはすべ
ての人々にすべての場所で安全な水を届ける必
要性について示し、解決策を提案していきます。
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改善された水源 7

公共水道
覆いのある井戸
雨水
住居に引かれた
水道

 改善されていない
水源
川
池
覆いのない井戸
給水車
ボトル入り飲料水 
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カジャル・ガウタムさん（16歳）
水くみからの帰り道。インド、カ
ンプール州、ニフラ・バスティ。  

Photo credit: WaterAid/Poulomi Basu

表紙写真：パプアニューギニアの首都、ポートモ
レスビーにあるスラムに住むドリス・タルバンさ
ん。彼女の住む地域には水道管が1本あり、それを
100家族で使っています。水圧が弱いときは、長い
間水くみの列に並ばなければなりません。列の後
ろのほうに並んでしまうと、順番が回ってくるこ
ろには、すでに水がなくなっていることもあります。 
Photo credit: WaterAid/Tom Greenwood



気候変動
洪水や干ばつ、予測不能な豪雨、汚染された
水。気候変動をおもに実感するのは、このよ
うなことが起きたときです。改善されていな
い水源は、これらの要素に対してあまりにも
脆弱です。洪水地域にある覆いのない簡易な
井戸は、すぐに汚染されてしまいます。浅井
戸は乾期が長びくとすぐに干上がってしまい
ます。

こうして水の需要は多いにもかかわらず供給
量が少なくなると、闇市場の販売業者は水の
値段をつり上げるかもしれません。その結果、
世界で最も貧しい人々は、信頼性が低く不便
で、値段も高く、命の危険も伴う方法で水を
得るしかなくなります。24
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安全ではない水が健康と仕事にもたらす4つの影響
安全ではない水と劣悪な衛生環境に
よる下痢性疾患は、子供の死亡原因
第2位に挙げられます。
毎年31万5,000人の子供が命を
落としています。
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1日あたり50リットル 
世界保健機関（WHO）によれ
ば、衛生的で健康な生活を維
持し、家庭内のさまざまな用
途に使うには、1人あたり1日
50リットルの水が標準的な量
であるとされています。8 

歩いて、並んで、水くみ用の20リッ
トルのポリタンクを運ぶ―これには
長い時間がかかります。サハラ以南
アフリカに住む女性たちが、1日に飲
料水をくみに行くために費やす時間
をすべて合計すると少なくとも
1600万時間になります。21

職場にきれいで安全な水がないと、
職員の欠勤や離職、やる気の低下を
招き、仕事の生産性に深刻な影響を
与えます。
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 子供の栄養不良の50%は、安全
ではない水や不適切な衛生設備、
劣悪な衛生環境に関連しているとさ
れ、脆弱な保健医療システムに大き
な負担を与えています。20     

水へのアクセスを阻む
3つの理由
1.  資金不足、もしくは水・衛生が政治的優先
事項ではない
水・衛生へのアクセスを改善するにあたって最大の障壁は、
このような必要不可欠のサービスにあてる資金が慢性的に不
足していることに加え、すべての人に清潔な水とトイレを届
けることを最優先課題とする政治的意思がないことです。多
くの開発途上国では、保健と教育にくらべて水・衛生サービ
スに使われる支出はわずかです。海外からの援助のうち、水
や衛生にあてられる援助の割合はこの10年でわずかに上昇し
4.4%になりましたが、まだまだ受け入れがたいほど低い状態
です。23

2.  政府が水を供給できない
多くの貧しい国々では、水インフラがあったとしても、効果
的な制度や管理体制が整っておらず、サービスの運用を続け
ていくために必要なエンジニア、管理者、そのほかの技術ス
タッフを確保するのが難しい場合があります。政情が不安な
国々では問題はさらに切実で、水インフラやシステムが破壊
されており、最初から作り直す必要があります。

3.  深刻な不平等 
遠隔の農村地域に住む人々は、信頼性の高い水源が手に入り
にくい状況に置かれています。しかし都市部であっても、最
貧困層は社会的に排除されることが多く、水関連のサービス
について要望を聞かれたり、決定の場に参加したりすること
はまずありません。

1. 水はいくら？
 手ごろな値段で改善された便利な水源を利用できないことが大きな壁になり、

人々は貧しく病気になりやすい生活から抜け出せずにいます。

水の値段
家庭で安全な水を手に入れられない
開発途上国の貧しい人にとって、わ
ずかな収入の中から、推奨されてい
る量である1日あたり50リットルの
水を購入  するのは、大きな負担で
す。多くの人は健康と尊厳を犠牲に
してはるかに少ない量を使用するか、
安全ではない水源から水をくんでい
ます。
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マダガスカル
アンタナナリヴォ

給水車
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50L
84円

45%  
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アクラ
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50L
74円

25%  
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モザンビーク
マプト

水売り人
から購入
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50L
15円

13%  
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イギリス 

公式の
水道設備17

50L
12円

0.1%  
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パプアニューギニア
ポートモレスビー

水宅配サービス
から購入
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50L
304円 

54%
一般的な低賃金
1日分の

一般的な低賃金
1日分の

一般的な低賃金
1日分の

一般的な低賃金
1日分の

一般的な低賃金
1日分の

 

屋台食品販売者
590円

工場勤務者
182円

路上食品販売者
297円

路上食品販売者
118円

最低賃金
7,755円
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2.  家庭における水のアクセス状況が悪い国
－ワースト10

表1:   
安全な水にアクセスできない人の
割合が高い国
――ワースト10 25

順位  %
1 パプアニューギニア 60
2 赤道ギニア  52
3 アンゴラ 51
4 チャド 49
5 モザンビーク 49
6 マダガスカル 48
7 コンゴ民主共和国  47
8 アフガニスタン 45
9 タンザニア  44
10 エチオピア 43

表2:   
安全な水にアクセスできない
人口が多い国
――ワースト10
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順位  人口
1 インド 75,777,997
2 中国  63,166,533
3 ナイジェリア 57,757,141
4 エチオピア 42,251,031
5 コンゴ民主共和国  33,906,771
6 インドネシア 32,286,276
7 タンザニア  23,239,992
8 バングラデシュ 21,088,119
9 ケニア 17,205,557
10 パキスタン 16,096,404

パキスタン

アフガニスタン

中国

インド
バングラデシュ

インドネシア

 パプアニューギニア

チャドナイジェリア

 

コンゴ民主共和国

 
赤道ギニア

モザンビーク

アンゴラ

タンザニア

ケニア
エチオピア

マダガスカル
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「もうすぐ妊娠9か月になります
が、村からかなり離れたところま
で、家族のために水くみにいかな
くてはなりません。」
ゾシーさん（35歳）
マダガスカル、アナラマンガ県  

Photo credit: WaterAid/Ernest Randriarimalala
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安全な水にアクセスできなければ、人々の
健康が損なわれ生産性が低下するばかりで
なく、稼いだわずかな収入を失うことにな
ります。世界の最も貧しい人のなかには、
収入の半分を使って無認可あるいは違法な

方法で水を得ている人々がいます。その額
は、自治体の提供する正規の給水を利用す
る隣人が払う金額の何倍にもなるのです。

安全な水を利用できない人口が最も多い国

インド

インドでは、およそ7600万人が安全な水を使うことが
できません。そのような人々のほとんどが、1日あたり
およそ3ポンド（495円）で生活しています。給水車か
ら水を買う場合は、1リットルあたり1ルピー（1.7円）
です。水が足りないときには、その2倍を請求されると
きもあります。

37

インドがすべての国民に水を供給できない最大の理由は
水資源の管理が不十分だからです。飲料水の85%は地下
水から供給されていますが、この国の56%で地下水位が
低下しています。手押しポンプを使うことで浅い地下水
が枯渇し、多くの地域で危機的状況に拍車がかかってい
ます。

38

39

給水プロジェクトの計画および実行における不正流用
も大きな要因です。さらに、給水プロジェクトにおい
て、不適切な水源や管路が使用され、住民に水が届か
ないこともあります。その結果、数百万人が利用する
水の量が十分ではなく、質も悪いという事態が起きて
います。
どのコミュニティも遠くにある、あるいは1つしかな
い水源に頼るため、しばしば争いが起き、水くみをお
もに任されている女性や子供たちに対する差別行為も
頻発しています。

 

 

17%

安全な水のない人々
34

7,580万人 5% 
 安全な水の

ない人々の割合

14万人 1年に下痢でなくなる
子供の数

 
35

水売り人（給水車）による
水50Lの値段

 
36

83円

一般的な低賃金
の1日分のうち、
水50Lが占める割合
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飲料水の85%は地下水から供給さ
れていますが、この国の56%で地
下水位が低下しています。インド
のカンプール州にあるニフラ・バ
スティでは、少女たちが水栓で水
をくもうと列を作っています。  
Photo credit: WaterAid/Poulomi Basu

安全な水を利用できない人口の割合が最も高い国

パプアニューギニア

安全な水の不足は、この貧困にあえぐ国を日常的に
支配しています。山間の深い森に囲まれた農村地域
では、60%以上の人々が安全な水のない生活を送っ
ています。31

首都ポートモレスビーでは、約半数の人々が、急な
坂道や洪水の起きやすい非公式の住居に住んでいま
す。このような場所は給水サービスのない地域であ
り、既存の水道本管や下水管から離れているため、
住民は公式の給水サービスを利用できるようになる
まで何年も待たなければなりません。海面上昇や頻
繁に起こる異常気象によって、給水、さらには日々
の暮らしそのものがより不安定になります。32

 パプアニューギニアの首都ポートモレスビーの郊外
にあるゲレカ地区住むエリザベスさん（53歳）。ス
ナック類を屋台で売ることを仕事にしており、商売
が順調にいった週の売り上げは100キナ（4,125円）、
1日あたり14キナ（594円）になります。エリザベス
さんの夫は、建設の仕事に就いており、同じくらい
の収入を得ています。

「水を得るのは難しいことですが、私たちにはこの
井戸があって幸運です。」とエリザベスさん。
井戸は、覆いがされていないため、エリザベスさん
とその家族は、体を洗うことと洗濯にその水を使い
ます。飲み水と料理用の水は、「ウォーターボーイ」
と言われる水宅配サービスに頼っており、それには
50Lの水に7.5キナ（303.6円）、収入の半分以上を払
わなければなりません。

「ウォーターボーイ」がゲレカに来ないときは、容
器を持って、別の場所まで水くみに行かなければな
りません。1日に何往復もしなければならないときは
バス代に16キナ（約646.8円）ほどかかることもあり
ます。33

54%

安全な水のない人々
27

450万人 60%
安全な水の
ない人々の割合

 
 

800人
1年に下痢でなくなる
子供の数

 
28

水宅配サービスによる
水50Lの値段 29

304円

一般的な低賃金
の1日分のうち、
水50Lが占める割合

 
30

 

Photo credit: WaterAid/Tom Greenwood

8 9

エリザベスさん一家。家族が必要な分の水を買う
ために1日の収入の半分を使うこともあります。
パプアニューギニア、ゲレカ地区。
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 安全な水を利用できない人口の割合が世界で5番目に高い国

モザンビーク

フェリザルダさんとアメリアさんは、マプト州郊外
のボアネ郡に住んでいます。2人とも貧しい村の出
身ですが、水の利用については天と地ほどの格差が
あります。

フェリザルダさんは政府の補助金で作られた給水栓
をほかの500世帯と共有し、1日あたり0.6メティカル
（約1.7円）支払うことで、いつでも安全な水を利用
できます。

「私は1日あたり20リットル容器で12杯の水をくみに
行きます。これで毎日の生活で家族が基本的に必要
とする量をまかなえます。この水源はとても気に入っ
ています。わが家の隣にあるし、月々の支払額も負
担可能な範囲だからです。」とフェリザルダさん。

 

 

 
 
 

一方、アメリアさんとその夫は１日あたりおよそ
100メティカル(約234円)で生活しています。それに
はアメリアさんが毎日パン50個を売って得た収入も
含まれます。違法な水売り人から買うほかに水を得
る方法がなく、それには20リットル容器あたり2.5
メティカル(約6.6円)支払っています。

「料理や洗濯をし、家族全員が身体を洗い、そのほ
か様々な用途に使うためには、毎日20リットル容器
で14杯は必要です。」と3人の子を持つお母さんで
あるアメリアさんは言います。「近所には水源がな
く、自宅の水道水を売っている人に頼らなければな
りません。容器1つで2.5メティカル(約6.6円)もしま
す。本当に高すぎます。今日は、水のためにすでに
35メティカル(約84.2円)払いました。」44

13%

安全な水のない人々
40

1,330万人 49% 
 安全な水の

ない人々の割合

7,000人 1年に下痢でなくなる
子供の数

 
41

水売り人（給水車）に
よる水50Lの値段

 
42

15円

一般的な低賃金
の1日分のうち、
水50Lが占める割合
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フェリザルダさんは、1日
1.7円で、政府の給水栓の水
を制限なく使うことができ
ます。  

Photo credit: WaterAid/Hélder Samo Gudo

アメリアさんは、水売り人
から50リットルの水を買う
ために、1日15円を支払っ
ています。

 
 

 

Photo credit: WaterAid/Hélder Samo Gudo

安全な水を利用できない人口の割合が世界で6番目に高い国

マダガスカルのある地域では、
水を50リットル購入すれば、
日給半分が消えてしまいます。
したがって多くの人々は、ア
ナラマンガ県にあるこのよう
な川から水を集めるほか選択
肢はないのです。

 

Photo credit: WaterAid/Ernest Randriarimalala

給水車:
1リットルあたり50アリアリ(約1.7円)
業者から購入するボトル入り飲料水:
1リットルあたり1000アリアリ(約33円)
移動水売り:
1リットルあたり20アリアリ(約0.3円)

売店:
1リットルあたり50アリアリ(約0.8円)
政府が支援し、コミュニティで
管理している水源

 

1人の使用量が10～20リットルとして
1家族(約5人)1か月あたり500アリアリ
（約18.2円）

 
 

  非正規の水源と 正規の水源 49

マダガスカル

45%

安全な水のない人々
45

1,170万人 48% 
 安全な水の

ない人々の割合

3,000人 1年に下痢でなくなる
子供の数

 
46

水売り人（給水車）による
水50Lの値段

 
47

83円

一般的な低賃金
の1日分のうち、
水50Lが占める割合

 
48
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水を利用できない人数が世界で4番目に多く、安全な水を利用できない
人口の割合が世界で10番目に高い国

 

エチオピア

ビルクタウィトさんが住むオロミア州レク・ケタ
では、水栓からの給水が1か月にたった3、4回し
か行われません。「給水が始まると、ときには
3日ほどその状態が続きますが、1日で断水するこ
ともあります。大きなドラム缶に水を貯めてもせ
いぜい200～300リットルにしかならず、子供が
3人いるので、それでは1週間ももちません。です
から、水売り人からとても高い値段で水を購入し
なければなりません。」

水売り人はたいてい若者で、定期的に水が得られな
い家庭に水を運んで生計を立てています。彼らは
1,000リットルあたり4.5ブル（約242.6円）で水を買
い、客には50リットルあたり3ブル（約16.5円）で
売り、配達が必要な場合は50リットルあたり30ブル
（約161.8円）を請求します。

管理人や警備員などランクの低い公務員の場合、日
給はおよそ20ブル(約107.3円)     で、推奨されている
1日あたり50リットルの水を購入し家まで自分で持
ち帰るために、給料の15%を払うことになります。
配達してもらうと給料の150%を払わなければなりま
せん。このようなコストに直面するので、多くの人
は買う水の量を減らすか近く川から水をくむように
なるのです。

53

アディスアベバの中心部にある典型的な中産階級家
庭が、水道水を1日あたり100リットル以上使用した
ときに給水会社に払う額は、1か月15ブル（約80.9円）
です。つまり、給水会社からの水道水は、エチオピ
アのオロミア州にある給水栓で水売り人から購入す
る金額の、20分の1額ですむということです。54

給水会社からの水道水は、ビルクタウィトさんが
エチオピアのオロミア州にある給水栓で水売り人
から購入する金額の、20分の1の値段です。 
Photo credit: WaterAid/Behailu Shiferaw
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安全な水のない人々50

4,220万人 33% 
 安全な水の

ない人々の割合

1万5,000人 1年に下痢でなくなる
子供の数
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水売り人による
水50Lの値段
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17円

一般的な低賃金
の1日分のうち、
水50Lが占める割合
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12 13

安全な水を利用できない人の割合は、199カ国中21位  55

ザンビア

ジェニファーさんと警備員をしている夫は、同じ
地区に住む隣人たちと同様に、適切な給水設備も
下水サービスを利用できておらず、付近の裕福な
郊外に住む水売り人から買うしか選択肢はありま
せん。より裕福な人々は自分たちの土地に掘削井
戸を作り、容器に入った水をジェニファーさんの
ような水を利用できない人たちに売っています。

「私たちは210リットル入りドラム缶1つにつき、
6クワチャ（約62.7円）払っています。
家では最低ドラム缶2つ使うので、わたしたちに
必要な分だけで1日12クワチャ（約125.5円）もす
るのです」とジェニファーさんは言います。

日給は平均して33クワチャ（約343.3円）なので、
家族が必要とする水のために、ジェニファーさん
と夫のジョセフさんは家計の少なくとも37%を
使っていることになります。

町に住み、ルサカ上下水道公社のパイプを通って
くる水を利用できる幸運な人たちは、3万リットル
の水に対して3.98クワチャ（約41.3円）しか請求
されず、50リットルに対してはわずか約0.07円で
済みます。

 
 
 

60

安全な水のない人々
56

540万人 35%
安全な水の
ない人々の割合 

3,000人 1年に下痢でなくなる
子供の数
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水売り人による
水50Lの値段
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14円

4%一般的な低賃金
の1日分のうち、
水50Lが占める割合

 

59

水売り人から買った210リットル入りドラム缶を家まで
転がしていくジェニファー・チクワンダさん（36歳）。
ザンビア、ルサカ市   

Photo credit: WaterAid/Chileshe Chanda 
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3.  水へのアクセスが最も改善された国　
――トップ20

 

モーリタニア

パラグアイ

ギニアビサウ

アフガニスタン

スリランカ

ベトナム
ラオス

ブータン

カンボジアガーナ

スワジランド

サントメ・プリンシペ 東ティモール

バヌアツ

マリ

エチオピア

マラウイ

ウガンダ

ナイジェ
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ブルキナ
ファソ  

表3:  
 

水へのアクセスが最も改善された国　トップ20
 62

  安全な水を  安全な水を利用
できるように

なった人の増加率

 
  利用できる

人々の割合

安全な水を
利用できる
人々の割合

   
     
順位 国名  2000年 (%) 2000年-2015年 (%)2015年 (%) 
1 カンボジア 41.6  75.5  33.9
2 マリ 46.6  77.0  30.4
3 ラオス  45.5  75.7  30.2
4 エチオピア 28.9  57.3  28.4
5 マラウイ 62.5  90.2  27.7
6 ギニアビサウ 52.1  79.3  27.2
7 アフガニスタン 30.3  55.3  25.0
8 パラグアイ 73.4  98.0  24.6
9 ウガンダ 56.4  79.0  22.6
10 ブルキナファソ 59.9  82.3  22.4
11 スワジランド 51.9  74.1  22.2
12 ベトナム 77.4  97.6  20.2
13 サントメ・プリンシペ 78.2  97.1  18.9
14 バヌアツ 75.8  94.5  18.7
15 ガーナ 70.5  88.7  18.2
16 東ティモール 54.3  71.9  17.6
17 ナイジェリア 51.8  68.5  16.7
18 ブータン 83.9  100.0  16.1
19 スリランカ 79.7  95.6  15.9
20 モーリタニア 42.0  57.9  15.9

近年、世界の最貧困層の安全な水へのアクセスは、
これまでにないほど改善されています。ミレニア
ム開発目標で定められた、安全な飲料水を手に入
れられない人の割合を半減させるという目標は、
期限である2015年　よりも早い、2010年に達成さ
れました。61

現在では、全人口の90%以上が改善された飲料水
を手に入れることができます。しかし、この15年
の間に安全な水へのアクセスで顕著な成果を上げ
た国々の中でも、何百万人もの人々が安全な水と
いう基本的人権を享受できずにいるのも事実です。

Timor-Leste
2000年以降水へのアクセスが最も改善された国

カンボジア

カンボジアはこれまで、激動の時代を経験してきまし
た。クメール・ルージュ政権による虐殺やソーシャル
エンジニアリング（政府やある政治団体が、大衆の社
会的な態度や行動に影響を及ぼそうとすること）に
よって、あらゆる年代の専門家が亡くなり、結果とし
て経験あるエンジニア、技術者や保健の専門家の不足
が生じました。内戦終息後、この国の開発の推進に貢
献しようという最初のうねりが起きています。1990年
以降の貧困削減や急速な経済成長とともに、安全な水
へのアクセスも改善されてきました。首都プノンペン
ではほとんどすべての人が安全な水を使えていると言
えます。
しかし、カンボジアの80％の国民は農村地域に住ん
でおり、その多くが極度の貧困下にあります。カン
ボジア国内にはおよそ50万基の掘削井戸があります
が、人々に維持管理技術を指導するための投資が十
分ではありません。さらに、設備の維持管理のため
の国のシステムが脆弱であるため、これらの設備が
使えるかどうかはばらつきがあると言えます。

67

コットム村にあるこの病院では、患者たちは水
道水の質に疑問を抱いているため、ボトル入り
飲料水を買っています。  

Photo credit: WaterAid/Kim Hak

安全な水のない人々63
380万人 24% 

安全な水の
ない人々の割合

600人
1年に下痢で
なくなる子供の数

 64

水売り人による
水50Lの値段
（ボトル入り飲料水）

 
 65289円

一般的な低賃金
の1日分のうち、
水50Lが占める割合

 
66

108%

14 15
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2000年以降水へのアクセスが15番目に大きく改善された国  

ガーナ

安全な水のない人々72
300万人 11%

安全な水の
ない人々の割合

 

3,000人 1年に下痢で
なくなる子供の数

 
73

水売り人による
水50Lの値段

 
74

74円

25%一般的な低賃金
の1日分のうち、
水50Lが占める割合

 
75

首都アクラの大部分において、水道による水の供給
が不安定、または皆無であるため、住民はほかの方
法で水を手にいれなければなりません。経済的に余
裕がある人々の家には、トラックによって大量の水
が運ばれ、家庭にあるタンクや樽に貯めておきます。
質素な手段を選ぶしかない人々は、バケツ単位で日
々水を購入しなければなりません。

ドリス・オパレビアさんはアクラのホテル建設地の
隣の小屋に住んでいます。ドリスさんは建設業者向
けに食事を作って販売して得た10セディ（約297円）
で1日を過ごします。水は、毎日近所に給水車で水を

売りに来る業者から買っています。給水車から水を
買うには、10Lに約0.5セディ（約14.9円）かかります。
一般的な貧困家庭で必要な100Lの水を買うとすると、
日給の50％が水に消えることになる場合もあります。

家庭用に水を貯めておける中所得層は、1日に10Lの
水を0.16セディ（約3.3円）で買うことができ、これ
は貧困層の4分の1の値段にあたります。そして、水
道の水を使える人々は、ガーナ・ウォーターカンパ
ニーから10Lを0.01セディ（約0.3円）で買うことが
でき、ドリスさんが支払っている金額の50分の1に
なります。76

アクラに住むドリス・オパレビア
さん一家は、水道から水を得られ
る中所得層よりも50倍も高い値段
で水を買っています。

 
Photo credit: WaterAid/Elio Stamm

1980年代、ブルキナファソ中で行われた住居開発の
一環として、急激に水へのアクセスは改善されまし
た。国立水・衛生局は公的機関として存続し、政府
は貧困層向けに、給水サービスの基本料・使用料を
安価で提供しています。

政治的困難にもかかわらず、政府のリーダーシッ
プや政治的意思、そして公的セクターと民間セク
ターの連携をもって水のアクセスは改善されてき
ました。しかし、取り残された5分の1の人々のた
めに、やるべきことが多く残されています。

2000年以降水へのアクセスが10番目に大きく改善された国  

ブルキナファソ

安全な水のない人々68
320万人 18% 

安全な水の
ない人々の割合

 

4,000人 1年に下痢で
なくなる子供の数

 
69

水売り人による
水50Lの値段

 
70

13円

9%一般的な低賃金
の1日分のうち、
水50Lが占める割合

 
71

首都ワガドゥグの郊外に住む
マリー・カボレさんは、家族分の
水を近所の水売り人から買うため
に、1日分の給料の約20％と数時間
を費やしています。

 
Photo credit: WaterAid/Basile Ouedraogo
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ウォーターエイドは、すべての人がすべての場所で
安全な水を利用できるよう、早急にこれらの活動が
行われることを求めます

 

•   

•

  

政府は革新的かつ長期的に、水・衛生に対する公・私的投資を増やし、持続可能な水・衛生
サービスの利用を可能にする強固な政策を打ち立てなければなりません。

 
•

  

ドナー国政府は、特に支援を必要としている国やコミュニティを対象に重要な援助を実施する
と同時に、それらは、支援対象国の国家システムと計画に沿ったものでなければなりません。

•

  

政府とドナーが貧困層と社会的に取り残された人々に対するサービスの改善を優先させ、また、
それらサービスがすべての人にとって確実に支払可能であるよう配慮しなければなりません。

• 職場、コミュニティ、そしてサプライチェーンにおける水・衛生のユニバーサル・アクセスを
実現するために、民間セクターと公共セクターがより効果的な方法で連携することが必要です。
ユニセフが出した“WASH4Work”は、水のユニバーサル・アクセスという目標に関わる民間企業
や政府、国際機関を1つに束ねる鍵となるでしょう。81

•
  
政府は、保健、栄養、教育、ジェンダー平等、雇用などほかの分野の政策や計画に水・衛生へ
のアクセスの改善を確実に組み込み、統合的なアプローチを取らなければなりません。

•   政府は、2015年にパリで行われた気候変動枠組条約締約国会議にて定められた目標を実行に移
さなければなりません。気候への適応に関する財源を増やし、その使い道を明確にすることで、
最貧困層や最も脆弱なコミュニティが気候変動の影響を受けないようにすることができます。
これらのコミュニティにおける水の安全性を高めることは、適応策として妥当であり優先度も
高いと考えられます。

 

4.  私たちにできること
世界のリーダーたちは、2030年までに、すべての人
にすべての場所で安全な水と衛生を届けることを約
束―これが、2015年9月に国連加盟国によって採択
された持続可能な開発に向けた17のグローバルゴー
ルズ（国際的な目標）のなかのゴール6です。77 
この歴史的な目標がなかったとしても、人々の健康
と経済的な利益を考えれば、国のリーダーたちは
水・衛生の問題に早急に取り組むでしょう。基本的
な給水設備と機能的なトイレを設置し、さらにそれ
が10年使い続けられるようにするために必要な費用
は、1人につきたった70ポンド（約11,500円）です。78

そして水・衛生分野に1ポンド（約165円）投資され
ると、生産性や健康状態の向上、働く時間の増加に
より平均して最低4ポンド（約660円）の利益が生ま
れます。さらに、毎年約31万5,000人の子供の命が救
われ、多くの子供が栄養を十分に摂ることが可能に
なります。

79

「持続可能な開発目標」が採択され、安全な水への
アクセスが達成すべき目標の1つとして定められま
した。緊急に解決すべき課題に対して、財源を増や
し集中させることが政治的に優先されるよう、私た
ちは注視する必要があります。それは、ドナーや途
上国政府からの資金の増加、支払可能な料金および
管路への接続、そしてすべての人が利用することが
可能な、信頼性が高くかつ誰でもアクセス可能な給
水サービスを生み出すための活気ある統制のとれた
セクターを意味しています。

 
 

 
 
 

80

付録:   
世界の水の状況: 安全な水を利用できない人々の割合
2016年版

 
（割合の少ない順）82

水・衛生に投資された

で…
1ポンド
(約165円)

  
健康状態の向上や
働く時間の増加に
より平均して最低
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4ポンド
(約660円)
の利益がうまれます
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アダマ・カボレさんはブルキナファソのワガドゥグ
郊外に住んでいます。自分で使える安全な給水設備
を持たないため、近所の給水栓で水を買っています。
「昨日から家には水がありません。昨日は飲み水と
体を洗うための水を近所の友達から分けてもらいま
した。今朝は、政府が作った水道で断水が起こりま
した。どうしていつも頭を下げて水をもらうような
生活をしなくてはいけないのでしょう。水は何より
必要なものなのに。」  
Photo credit: WaterAid/Basile Ouedraogo
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